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（24）街道概要図、里程図 （第 34、35 図） 
 

年代 嘉永 6 年（1853） 

寸法 第 34 図 31.2×45.8 

第 35 図 29.8×41.9（Ａ3 版） 

所蔵 高山市教育委員会 

  

第 34図は版本で、「嘉永六年癸丑秋九月開板、飛騨国高山の日下部徳立編輯、緑暁圓淇道蔵板」と奥書に

ある。 

高山から京都（六十六里余）、江戸（八十四里余）、伊勢（六十九里余）、秋葉山（五十里余）、善光寺（四十

里余）、身延山（五十四里）、名古屋（三十八里）、本保（四十六里）、富山（二十二里）などと、それぞれ里程が

余白に記入されている。高山からは、江戸街道（甲へ）、越中街道（松本、広瀬へ）、郡上・白川街道（新宮、三

日町へ）、尾張街道（久々野へ）がそれぞれ記され、街道名称は記入されていない。 

各在所間の里程が全て記され、国境も表示がある。この街道図 1 枚あれば、どこへでも行くことができる便利

な地図である。 

 第 35 図は第 34 図を元に信州・江戸方面、尾張・京都方面を概要図にまとめたものである。下諏訪からは中山

道（和田へ）と甲州街道（金沢、新宿へ）に分かれている。 

江戸街道中、中宿（高根町）から日和田へ四里とあるが、上ヶ洞、阿多野を通らずに中宿から日和田へ通じる

道程が、現在のどの道なのか検討を要する。 

 
※掲載されている情報（文章、写真など）は、著作権法上認められた例外を除き、高山市教育委員会に無断で複

製・引用・転用・転載などの利用をすることはできません。 
 


